









































































































































































































































































































































































































































































































































































現場プラント方式 現場プラント ブレンダ、ミキサ 大 20～100















































































































0 PO－C 10 390 0 2371．48 64 0，627 160
Pl－A 3 208 208 1851．54 66 0，590185
1 P仁C 10 312 312 2121．30 56 0，836183
P2－A 3 180 360 1901．40 61 0，773 189
2 P2－B 5 195 390 2071．32 57 0，813 194
P2－C 10 256 512 215▲．15 50 0，990 174
P5－A 3 150 750 2470．93 40 1，148171
5 P5－B 5 160 800 2480．85 37 1，211 176
































































































































KO－3 300　（3）66．5 92．0 端 0 t15 26L452］9 247 0．52 5．1
KO－5 500　（5）64．0 88．0 魏 0 1．” 25．i田 235 262 O．56 5．5
KO－8 800　（8）’61』 84．0 謝
??）
0 ㌔06 2438256 28零 0．62 6．1
KO－10LOOO（10）59．5 820 田 0 1．03 23．69 264 289 0．64 6．3
K1－3 300　（3）62．5 伯§．0 カ4 214 1．◎9 風σ7 199 晒 O．65 a4
K1－5 500　（5）60．0 101．0 田 田 1．04 23．92 2101 235 0．70 ＆9
K1－8 800　（8）56．5 96．0 261
㌔糧4
P） 261 α98 22S4m 251 α77 乳5
K1－10㌔OOO（10）54．5 93．0 278 278 α95 鎖．85 236 瑚 α82 8．0
K2－3 300　（3）58．5 118．0 183 鰯 1．02 23．46 伯2 216 α77 τ5
K2－5 500　（5）56．0 115．0 197 謝 α前 泓31 祖 卿 0．82 8．0
K2－8 800　（8）53．0 川．0 214
2．3田
i2） 428 息92 21．循 2］6 238 0．88 8．6
K2－101．OOO（臼）5㌔0 108．0 ぴ 452 α幻 20．47 抱 244 0．92 駄o
K3－3 300　（3）56．0 133．5 朽7 471 息97 互31 f87 2伯 0．84 ＆2
K3““5 500　（5）§3．0 ぼ〕．0 170 510 0．92 21パ6 199 221 0．90 8．8
K3－8 800　（8）49．0 言26．0 ↑87
a462
i3） 561 α85 1息55 216 236 α98 息6
K3－10㌔000（10）46．5 ］23．0 199 即 0．81 18．63 ぴ 245 1．04 1α2
K4－3 300　（3）525 15↑．5 142 醐 α9｜ 田．93 　　、P93 ・215 α田 田
K4－5 500　（5）駒．0 149．5 朽0 ㎜ O．87 20．01 加 224 0．訂 巳5
K4－8 800　（副 46．5 f46．5 162
4616
i4） 醐 鉱8f f＆63 218 237 1．05 ．重α3
K4－101，000（10）44．0 144．5 170 醐 ｛L76 1τ48 228 246 1．10 1α8
K5－3 300　｛3）50．o 1720 127 団 息87 2【）．α 柳 218 0．98 息6
K5－5 500　（5）47．0 170．0 135 筋 082 18．86 210 2鉛 1．04 1α2




π25 m 245 L］2 1tO































































































































































































































































































































































































































































































































A 1 68 250 250 170 1．41 0．71 62 180 10
B 2 76 250 500 190 1．21 0．98 50 180 15




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































icm2／9） 始　発 終　結 3日 7日 28日
普通ボルトランドセメント 3．15 3，209 1－48 3－07 160 251 380
高炉セメントB種 3．05 3，709 2－56 4－10 129 210 436
37
表一3．2．2使用セメントの化学成分
セメントの種類 Sio2Al203Fe203CaO MgO SO3 Insol．Total
普通ボルトランドセメント 22．0 5．7 2．6 63．7 1．4 2．0 0．1 97．5











動物タンパク系 1．18茶褐色 10 33 0．03 プ日フかム：N商会製



























i％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80
45 ○ △ △ ○
50 ? △ △ ○
?????
55 ○ △ △ ○
60 ? ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80
45 ○ ○ ○ ○
50 ○ ○ ○ ○
?????
55 ◇ ○ ○ ○
60 ◇ ◇ ○ ○ ○ ○ ○ △ ×









i％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80

























































































i％） 10 20 30 40 50 60 70 80
55 ? ○ ○
60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ○ ○

















































































































































































































i％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80
55 6．0 1．2 0．6 一 一 一 0 一 一
60 7．9 一 1．1 0 0 0 0 一 3．4↓
65 7．9 　 一 3．5 一 一 0 一 一
70 1L6 一 一 一 0 一 0 0．9↓ 一
80 13．0 一 一 一 一 一 L王↓ 一 一
84 15．0 一 一 一 一 一 1．4↓ 一 一
88 一 一 一 一 一 一 L6↓ 一 一
92 16．3 　 一 一 一 一 2．0↓ 一 一















































































































































































































































































変動要因 変動範囲 圧縮強度の変動 単位容積質量の変動
ブリーディング率 1％以下 12％以下 2％以下
2％以下 22％以下 4％以下













































セメント 3．15 3270 普通ボルトランドセメント（SO社製）
海　砂 2．54 2．98
砕　砂 2．52 3．27





































































@（混合砂） 3．5 1．05 220231770 ひ 40 205 1．22
気泡モルタル
@（細砂） 2．9 1．00 245245709 一 40 190 1．20
気泡モルタル
@（砕砂） 3．150．90245221772 一 40 184 124
気泡モルタル






P32 40 192 1．18
気泡モルタル
i石灰質微粉35） 3．3 1．07 230247758
石灰粉
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80
45 ○ ○ ○ ○
50 ○ ○ ○ ○
55 ○ ○ ○ ○
60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○















































































































































































































































































































































S／C 置換率（％） 単位量（kg／m3） 気泡量
i％）
目標強度
ikgf／cm2）砕石粉 石灰粉 セメント 水 海砂 砕石粉 石灰粉
0 一 180 169 360 0 一 610
3 10 一 180 169 324 36 一 610
20 一 180 玉69 288 72 一 610
0 一 195 187 390 o 一 580
5 10 一 195 187 351 39 　 580
20 一 195 187 312 78 一 580
0 　 256 197 510 0 一 5002 10 10 一 256 197 459 51 一 500
20 一 256 197 408 玉02 一 500
20 一 205 197 512 51 一 500
40 ≡ ▲54 197 512 102 一 500
60 一 102 197 512 154 　 500
一 80 一 51 197 512 205 一 500
一 20 205 197 512 一 5玉 500
一 40 154 197 512 一 102 500
一 60 102 197 512 一 154 500




































































































































































































































































































































































































記号 材　　料 種　　類 記　　事W 水 水道水






表乾比重 吸水率（％） F．M 備　考
海　砂 2．55 1．70 2．58
砕　砂 2．57 1．63 2．58
混合砂A 2．56 1．68 2．58 海砂：砕砂二7：3
海　砂 2．58 1．6％ 2．42
山　砂 2．56 1．9％ 2．88










10 100 100 100
5 99 100 90～100
2．5 91 89 80～100
1．2 70 73 50～90
0．6 49 48 25～65
0．3 24 17 10～35



















it／皿3）セメント 細骨材 水 起泡剤
270 505 210 1．52 48．8 LOO2
表一4．4．6気泡モルタルの種類と使用材料の組合わせ
気泡モルタルの種類 高炉セメントB種 細骨材 起泡剤
気泡モルタルA SO社製 混合砂A プロフォーム（タンパク系）















































































































































99 200 180’ 400 2．0 18．0 583 0．83 198
85．8 259 207 518 1．7 15．3 494 1．03 204
2 79 316 237 632 L39 12．5 405 1．17 209
67．7 381 248 762 1．12 10．1 326 1．40 199
3 95．3 242 218 726 1．4玉 12．7 4▲1 1．22 2H



























































A 35．62 185 14．67 41．2 0．26 0．86 0．04




























































種類 材　　令 1日 3日 7日 28日 8週 16週 28週 52週
圧縮強度（kgf／cm2）1．954．868．7718．426．728．332．033．0気泡モ
泣^ルA強度比％（q、。／q、28＞ 11 26 48 100 145 154 174 179
圧縮強度（kgf／cm2）1．393．185．3515．920．825．3 一 　気泡モ





































































































種類 浸　漬　材　令 1日 3日 7日 14日 28日 玉2週 24週 48週




平均吸水量（g） 6．0 9．5 12．2 18．925．833．3 一 一気泡モ
泣^ル@B
供試体含水比（％） 23．926．128．431．935．14L2　 一

































































浸　漬　材　令 1日 3日 7日 14日 28日 玉2週 24週 48週
平均吸水量（g） 5．7 7．4 11．017．425．741．5 47．5 52．2
供試体含水比（％） 23．8 24．426．932．1 35．745．5 50．4 50．8














































種類 浸　漬　材　令 7日 28日 12週 24週 48週
一軸圧縮強さkgf／cm217．3 17．3 22．5 一 一気泡モ
泣^ルA密封養生との強度比 一 0．83 0．89 ｝ 一
一軸圧縮強さkgf／cm2 一 24．4 27．2 26．8 25．6気泡モ


































浸　漬　材　令 1日 3日 7日 14日 28日 12週 24週 48週
のべ養生材令 29日 31日 35日 42日 8週 16週 28週 52週
一軸圧縮強さkgf／cm218．3 18．9 20．4 ▲9．6 22．3 25．0 24．9 26．0





























































































0．5 1．0 1．5 2．0
最大せん断応力
ﾑm。x　kgf／cm26．15 6．31 6．14 5．82
τm。x時の



























0．5 1．0 1．5 2．0
残留摩擦抵抗力　（kgf／cm2）5．0 5．8 4．2 4．5
水平変位の範囲　　（mm） ～7．0 ～5．5 ～6．5 ～10．0








種類 下端部浸漬材令 0日（翻） 7日 28日 12週 24週 48週
A 吸　水　量（9） 一 一 十6．8 十5．7 一3．0 一18．9






























































ikg／cm2）項目 1 10 100 200 400 6　00
Emax0．0730．08450．09790．HO4 一 一
200万回 0，154 325 Em▲n0．01250．02450．0360．0514 一 一
E 772 788 806 847 一 一
Emax0．14880．16080．18090．19190．2120 一
400万回 0，200 250 Emil10．11440．13玉60．14880．16410．1818 一
E 1651 1938 1729 2000 1828 一
E田ax0．08360．0970 一 0．14410．1700．1931
600万回 0，225 222 Emin一〇．0170．Ol34 一 0．05380．08550．1105




















































































































圧縮強度（kgf／cm2） 26．4 25．9 27．1 25．3
変形係数　（kgf／cm2）’6600130008330 9970
破壊ひずみ　　（％） 0．29 0．40 0．34 0．29











1 2 3 4 5
圧縮強度 12．8 13．0 13．9 15．8 14．7
変形係数 5370 5090 5820 4690 4360
破壊ひずみ㈲ 0．51 0．33 0．38 0．54 0．67






































? 《? ﹈?? ｜?













































▲0 20 30 40 50 60 70 80 90 100
圧縮強度（kgf／C狙2）13．6 12．8 ll．9 11．1 12．3 13．2 11．8 11．9 13．9 13．4
変形係数（kgf／c皿2）5玉70 651038503200754067204520418071506780
破壊ひずみ（％） 0．6 0．6 0．6 0．9 0．3 0．6 1．1 Il　4 0．2 0．4














































（kcal／mh℃） 0，625 0，509 0，381
熱抵抗値（℃・c田／W） ▲38 169 226































































































水　中 U40 0．007270，625 0．00113 0．49 2．03
密　封 1020 0．005920，509 0．00玉17 0．43 1．78






































































































































































































































































































































































































































































































































































普通セメント 27．3 24．3 21．8
































































































































0．5 0．6 0．7 0．8 0．9 1．0 1．1 1．2 1．3 L5
気泡ミルク ←一一←“や……1……イ i
… … … i
気泡モルタル
…





































































































































































































1 5 10 30 50 100
0．6 ◎ ○ ○ × × ×




12 ◎ ○ ○ ○ ○ ×

































































































































































































































機　材　名 仕　　様 数量 用　　途 備考
アジテータトラック 4．5　m3 1 モルタル運搬・気泡混合
コンクリートポンプ車 Max．　601n　31 4in．管圧送用 スクイズ式
モルタルポンプ Max．　　6m31 2in．管圧送用 スクイズ式
グラウトミキサ 200リットル×2 1 石灰粉スラリ混合用
流量計 2in．圧力補正付 1 流量測定用 気泡モルタル用
グラウトホース 2in．×10m8 配管用
塩ビパイプ 2in．×4m 10 配管用
鋼製圧送管 4in．×3m 25 配管用
曲がり管 60°，90° 2 配管用
塩ビパイプ 4in．×4m 10 配管用
圧力計（ひずみケ㌧シ’式） MaxユOkgf／cm28 管内圧力検出用 T社製






















気泡モルタル 3．5 1．05 219230767 ・ 40 1，228





種　類 S／C W／C 単位量（kg／m3） 1m3中
ﾌ比率C W S F
気泡モルタル用 3．5 1．05 362 3801268 ・ 0．6
特殊気泡モルタル用 3．3 0．77 414 3171382 0．13

















































21．6 166×170 1．19 172×180 1ユ1
31．5 165×161 1．26 164×163 1．15
2 特殊気泡モルタル
iBタイブ）
33．3 159×160 1．26 169×169 1．20
35．1 169×169 、1．25 166×166 1．21
14．1 168×168 1．17 211×218 0．74気泡モル
^ルiAタイブ） 282 177×175 L16 186×183 1．07
45．1 170×171 1ユ8 182×178 1．17
4 14．1 172×172 1．19 213×215 1．09特殊気泡モルタル
iBタ 29．6 172×171 1．22 194×198 1．24



















































^ルの種ﾞ No．1 No．2 No．3 No．4No．5No．6No．7
気泡モル
^ル
21．6 8．8 10．1 9．3 8．6 8．2 7．7 6．8 4．9
31．5 13．0 13．7 12ユ 11．2 10．5 9．9 8．8 5．8
特殊気泡
c泣^ル
33．3 12．2 13．4 12．1 11．3 1029．5 8．5 5．7























Noユ No．2 No．3 No．4No．5No．6 No．7No．8
14．1 3．3 3．1 3．2 3．0 2．4 2．4 2．4 1．3
気泡モ
泣^ル
28．2 3．3 3．2 3．2 3．0 2．4 2．4 2．4 1．3
36．7 3．6 3．3 3．4 3．3 2．6 2．6 2．6 L3
45．1 3．8 3．4 3．5 3．3 2．6 2．7 1．4
14．1 3．4 3．0 3．1 3．0 2．3 2．3 2．4 1．3
29．6 3．5 3．0 3．1 3．0 2．3 2．3 2．4 1．3特殊気
Aモル
^ル 33．8 3．7 3．2 3．1 3．0 2．3 2．3 逸．4 1．3






























O．050．05 一〇．14 0．05 0．34 0．14
3輻5 0．08





O．05 0．06 ・0．13 0．07 0．32 0．22
35．1 0．05




















O．030．02 0．03 0．15 0．0気泡モ
泣^ル 36．7 0．02
O．030．03 0．03 0．15 0．0
45．1 0．02
O．030．03 0．03 020 0．00
14ユ 0．03





O．030．03 0．03 0．10 0．0
33．8 0．03
O．030．03 0．03 0．10 0．0
46．5 0．03


























































セメント 3．05 3，750 高炉セメントB種（O社製）
起泡剤 1．13 ｝ タンパク系起泡剤プロフォーム（N商会製）
水道水 1．00 一 気泡剤希釈用





名　称 仕　　様 数量 備　　考
セメントサイロ 30トン ? 計量器付縦型
水槽（大、小） 20，5m3 1 海水貯留用，水道水貯留用
スラリープラント 1．5m3練り 1 半自動式3m3アジテータ付
気泡製造機 ’30m3／h 1 コンプレッサ2m3／hを含む
連続練りミキサ 30m3／h 1 単軸撹拝翼式
ポンプ車 60m3／h 1 スクイズポンプ4トン車
グラウトポンプ 20m3／h 1 インバータ付
発電機 200KVA1 デイーゼル
気泡モルタル用流量計 600　1／min1 圧力補正機構付、2インチ
水中ポンプ 200V 1 海水汲み上げ用











































































































































































































































































































































































































名　称 仕　　様 数　量 備　　考
コンプレッサ 2m3／h 1 発泡機用
発　泡　機 30m3／h 1
連続練りミキサ 30m3／h 1 単軸撹拝翼式
ポンプ車 60m3／h 1 スクイズポンプ4トン車
発電機 60KVA 1 デイーゼル














項　　目 施エ時 列車走行時 経時変化
気泡モルタルの温度 ○
気泡モルタルのひずみ ○ ○ ○
擁壁・土留め壁傾斜 ○ ○










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No． 論文題目 発表雑誌名 号、巻、頁 発表年月 共著書
1 セメント系材料を用いた固
ｻ処理土の三軸圧縮特性
セメント技術年 36
T16～519
1982．7片岡宏治
恍〟@茂
2 Proper七ies　of　the　Super　low
geat　Cement　Concrete
7th　htenatinal
bongで ss　on　the
bhemistry　ofbemen
VbL3
垂垂u119
@　－V123
1980．6松原　篤
??ﾑ一
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